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社会に潜む暴力を乗り越え女性の権利擁護
をうたう運動が次々に現れながら今なお、
人々の連帯を阻むものとは何か。
そこで意味を持つ正義とは。そして暴力に
潜む構造を見るための視点とは————
主催：科研費基盤研究(A)イスラーム・ジェンダー学の構築のための基礎的総合的研究（代表：長沢栄治）
共催：京都大学大学院 人間・環境学研究科 岡真理研究室

立命館大学中東・イスラーム研究センター（CMEIS）
立命館大学国際言語文化研究所ジェンダー研究会

2011年の「1月25日革命」以降、エジプトにおける性的暴力やセクハラ
の公式数は大幅に増加した。しかし、こうした公的統計の増加の背景
には、「革命」以前 に性暴力被害に合いながら、その声を抹消されて
きた人々がいた。

本講演会は、「革命」直前の2010年年末にエジプトで公開された
『678』という 映画を題材に、性暴力を、抑圧が生み出す負のサイク
ルの一局面と捉え、エジプト社会に潜む暴力の引き金と、それを乗り
越える希望のきざしを考える。そこで見えてくる暴力の構造は、今の
日本の状況を考える上でも示唆に富むだろう。

10月21日（月）17:30-20:50(開場17:00)

場所 京都大学 吉田南キャンパス
人間・環境学研究科棟 地下講義室

＊入場無料・申込不要＊

◆プログラム
17：00 開場
17：30 開会の言葉
17：35 上映前の解説
17：50 『678』上映
19：30 休憩
19：45 パネルディスカッション
20：40 閉会の言葉

◆ 司会 ：岡真理
◆登壇者：泉谷瞬、岡崎弘樹、後藤絵美、鳥山純子、堀あきこ

上映作品

『678』
（2010年エジプト、監督Mohamed Diab、102分）



◆会場・アクセス◆

京都大学 吉田南キャンパス
人間・環境学研究科棟 地下講義室
〒606-8316 京都府京都市左京区吉田二本松町

タクシー：JR京都駅から約20分／市バス：230円

泉谷 瞬 Shun IZUTANI 大谷大学講師
近現代日本文学研究

現代文学における結婚やケアの問題について、ジェンダー、セクシュアリティ、クィア理論の視
点からの分析を行っている。主な論文に「個食の光景――吉本ばなな『キッチン』の家族――」
（『論究日本文學』106号、2017年）、「出向者のクィア・リーディング――伊藤計劃『虐殺器
官』と津村記久子「十二月の窓辺」――」（『昭和文学研究』77集、2018年）など。

岡崎 弘樹 Hiroki OKAZAKI 日本学術振興会PD、京都大学と中部大学で非常勤講師
アラブ近代政治思想および現代シリア文化研究

権威主義国家・社会に対する、思想や文学、映画、演劇を通じた抵抗のあり方に関心を持つ。
最近の論文に「シリアの記録映画に描かれる＜崩壊＞の経験−記憶、表象、他者をめぐる創造空
間」『唯物論研究年誌第23号』（2018年）など。

後藤 絵美 Emi GOTO 東京大学日本・アジアに関する教育研究ネットワーク 特任准教授
現代イスラーム研究、アジア比較文化研究、ジェンダー研究

イスラームに対する現代の人々の理解や実践に関心をもつ。主著『神のためにまとうヴェール
―現代エジプトの女性たちとイスラーム』（中央公論新社、2014年）、『イスラームってなに？
イスラームのおしえ』（かもがわ出版、2017年）など。

鳥山 純子 Junko TORIYAMA 立命館大学国際関係学部 准教授
ジェンダー学、中東人類学

研究テーマは、現代エジプトにおける女性の幸せ。中東における格差、教育、消費。主な著作に、
『イスラームってなに？ シリーズ２：イスラームのくらし』（かもがわ出版、2017年）、『大
学生・社会人のためのイスラーム講座』（共著、ナカニシヤ書店、2018年）など。

堀 あきこ Akiko HORI 関西大学人権問題研究室／大学非常勤講師
ジェンダー、セクシュアリティ、視覚文化

著書に『欲望のコード――マンガにみるセクシュアリティの男女差』（2009,臨川書店）、
「メディア表現とネット炎上―異議申し立てと対立」（2019,ジェンダー法学会『ジェンダーと
法』16）、「『彼らが本気で編むときは、』におけるトランス女性の身体表象と〈母性〉」
（2019,大阪市立大学人権問題研究センター『人権問題研究』16）など。

登壇者紹介（五十音順）

岡 真理 Mari OKA 京都大学大学院人間・環境学研究科 教授
現代アラブ文学、パレスチナ問題

現代世界を生きる人間の普遍的思想問題として<パレスチナ問題>を考究している。
著書に『アラブ 祈りとしての文学』（みすず書房、2008年）、『ガザに地下鉄が走る日』（み
すず書房、2018年）、訳書にターハル・ベン＝ジェルーン『火によって』（以文社、2012年）ほ
か。


